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研究要旨 

本分担研究は，自閉スペクトラム症などの神経発達症のある子どもの主観的幸福

（Subjective Well-being：SWB）を測定するために必要な基礎的知見を得ることを目的と

している．本年度は，SWB の尺度である Personal Well-Being Index for School Children

（PWI-SC）を日本語に翻訳し，その信頼性と妥当性を検討した． 

11 歳～15 歳（小学 5 年生～中学 3 年生）までの日本の一般児童とその母親を対象にオン

ラインでアンケート調査を実施し，子どもと母親それぞれの主観的幸福度，子どもの自己

評価の健康関連 Quality of Life(HRQOL)，親評定の子どもの HRQOL，子どもの自己評価

の子どもの強さと困難さアンケート（SDQ），親評定の SDQ，社会経済的状況について回

答を求めた． 

354 ペアの親子から回答を得，うち，回答に不備のあった者を除く 331 ペア（男児の親

子 166 ペア，女児の親子 165 ペア）を解析対象とした． 

本調査で用いた主観的幸福度尺度（Personal Well-Being Index for School Children: PWI-

SC）の日本の一般児童における内的整合性は非常に高く（α = .91），尺度としての信頼性

が確認され，日本の子どもに対しても有効に機能することが示された．日本の子どもの

PWI-SC 得点はおおむね 70～80 点台で推移していたが，オーストラリアの一般児童と比較

して，健康以外のすべての領域で有意に低く，日本の子どもの SWB の相対的な低さを示唆

すると考えられた．今後，本尺度を神経発達症の子どもを対象とした幸福研究に活用して

いく予定である． 

 

A. 研究目的 

 本分担研究は，自閉スペクトラム症など

の神経発達症のある子どもの主観的幸福

（Subjective Well-being：SWB）を測定す

るために必要な基礎的知見を得ることを目

的としている．本年度は，日本の一般児童

を対象に主観的幸福感の測定を行い，選定

した尺度が，日本の一般児童のサンプルに

おいて内的信頼性を示すか確認することを

目的とした． 

現在，わが国で翻訳され広く使用されて

いる Quality of Life （QOL）の尺度の多く

は健康関連 QOL（Health related Quality of 

Life :HRQOL）が中心である．HRQOL は
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ウェルビーイングの測定に関連づけて論じ

られているが，HRQOL 尺度は，客観的変

数（例：身体的健康）と主観的変数（例：

健康への満足度）を同じ構成概念で測定し

ていること，感情機能の測定が不足してい

ること，身体能力に関する判断から QOL

の低さを推測することは差別的認識をもた

らしかねないことなどが指摘されている

（R.A.Cummins et al., 2004）． 

また，神経発達症のある子どもの場合，

コミュニケーションの困難さや認知の偏り

などのため，自身の生活の質を報告する際

に困難を伴う場合がある（Tavernor et al., 

2013）．一般的には，保護者などによる代

理評価が用いられるが，代理評価の場合，

身体的健康や行動などといった観察しやす

い項目とは対照的に，心理社会的領域や主

観的な感情，痛みや不快などの領域で，保

護者の代理報告と子ども自身の報告の間の

一貫性が低いという報告もみられる (D 

Khanna et al., 2022)． 

そこで，我々は，主観的幸福感を測定す

る尺度として，平易な文章で記され，直感

的に回答が可能な Cummins ら（2023）に

よ っ て 開 発 さ れ た Personal Well-Being 

Index for School Children（PWI-SC）を用

いることとした．PWI-SC は，「認識され

た 生 活 の 質 の 状態 （perceived quality of 

life）」を構成概念とする単一因子構造を有

する尺度である． 

 

B. 研究方法 

１．PWI-SC の翻訳：PWI-SC は，原著者

で あ る Deakin 大 学 の Robert A. 

Cummins 教授の許可を得た上で，第 3

者が日本語への翻訳を行った．翻訳の

妥当性を高めるために，日本語を母語

とする小学生 4 名（小学 2 年生 2 名，

小学 3 年生 2 名）を対象に，使用感に

関するインタビューを実施した．その

結果をもとに日本語訳を修正し，さら

にバックトランスレーションを行い，

日本語版 PWI-SC とした． 

２．オンライン調査： 

2-1．対象：11 歳～15 歳（小学 5 年生

～中学 3 年生）までの子どもとその母

親 

2.2．方法：質問紙調査 

2.3．手続き：オンライン会社に登録

する母親に事前に調査の趣旨について

連絡を行い，子どもと親のそれぞれに

ついて個別で回答を行うことに親子と

もに同意が得られた者に対して，調査

会社からオンライン調査票が送付され

た． 

2.4．調査内容： 

（1）子ども 

①SWB：PWI-SC 日本語版 

②HRQOL：KIDSCREEN10 

Index 及びいじめ等関する項目

（こども版８～1８歳対象） 

③SDQ（Strength and Difficulties 

Questionnaire： 子どもの 強さ と

困難さアンケート），11～17 歳用

／自己記入用 

④基本属性や登校の状況など 

（2）母親 

①SWB：PWI-A 日本語版 

②HRQOL：KIDSCREEN10 

Index 及びいじめに関する項目

（親用） 

③SDQ（Strength and Difficulties 
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Questionnaire： 子どもの 強さ と

困難さアンケート），親記入用 

④基本属性，社会経済的状況 

 2.5.  調査期間 2025 年 3 月 

主観的幸福（SWB）の測定には，児童及

び 成 人 と も に Cummins ら が 開 発 し た

Personal Wel-being Index（PWI）を用いた．

最初に成人版である Personal Wel-being 

Index for Adults が開発され，その後，

PWI-A と並行する尺度として PWI-SC が開

発された．両者とも多くの国において翻訳

され，確認的因子分析により構成概念妥当

性 お よ び 内的 信 頼性 が検 証 さ れ てい る

（R.A.Cummins et al., 2013）．PWI-A は著

者らが翻訳し，日本人の成人サンプルで内

的信頼性を確認している．PWI は１つの全

体的満足度（幸福度）と７つの生活領域

（「生活水準」「健康」「達成」「人間関係」

「安全」「地域とのつながり」「将来の安

心」）の幸福度を尋ねるものである．回答

は，0 から 10 までの 11 件法を用い，分析

ではデータを 0～100 の尺度に変換する． 

 健康関連 QOL（HRQOL）の測定には，

Nezu ら（2016）が翻訳した KIDSCREEN-

10 日本語版の自己記入用及び親用を用いた．

KIDSCREEN-10 は，10 項目で構成され，

１（全くそう思わない）から５（とてもそ

う思う）の 50 点満点で評価され，得点が

高 い ほ ど ， 子 ど も の 健 康 関 連 QOL

（HRQoL）が高いことを示す． 

 SDQ は子どもの情緒や行動面の適応と

精神的健康を把握するためのツールとして

Goodman（1997）らによって開発された

質問紙で，神尾らによって翻訳され妥当性，

信 頼 性 が 確 認 さ れ て い る （Moriwaki 

&Kamio, 2013）．25 項目からなり，当ては

まらない・まああてはまる・当てはまるの

3 件法によって回答される． 

 社会経済的状況については，母親の最終

学歴，現在の職業，世帯構成，子どもの数，

世帯年収，暮らし向き，お住いの県，自治

体規模，回答対象の子の放課後の活動など

について，母親に回答を求めた． 

2.6. 結果の分析には，SPSS statistics ver26

を用いた． 

 

倫理的配慮：本調査は福島学院大学研究倫

理審査委員会の承認を得て実施された（承

認番号：院 006）．回答については，事前

に参加説明を行い，参加への同意を示した

親子に実施し，オンライン調査への回答を

終了することを以って同意とみなした． 

 

C. 結果 

354 ペアの親子（男児 176 名，女児 177

名，答えたくない 1 名）からそれぞれ回答

を得た．うち，ライスケールへの誤回答，

PWI-A もしくは PWI-SC への回答で除外対

象となる回答（下位領域の全てにおいて最

低得点もしくは最高得点を回答した場合，

問いに対する理解不足と判定され除外対象

となる）をした 22 ペア（44 名）及び性別

不明の 1 ペア（2 名）のデータを除外し，

331 ペア（男児 166 名，女児 165 名）を解

析対象とした．回答した母親の平均年齢は

45.65 歳（SD=4.75, range=34-59），こども

の 平 均 年 齢 は 12.93 歳 （SD=1.34, 

range=11-15），基本属性は表１の通りであ

った． 
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（表１）基本属性：母回答 

 全体 男児 女児 

N 331(100.0) 165(49.8) 166(50.2) 

子の年齢[平均] 12.9 12.8 13.0 

母の年齢[平均] 45.65 - - 

こどもの数[N(％)]    

1 人（一人っ子） 100(30.2) 53(16.0) 47(14.2) 

2 人 169(51.1) 81(24.5) 88(26.6) 

3 人 51(15.4) 28(8.5) 23(6.9) 

4 人 11(3.3 ) 3(0.9) 8(2.4) 

きょうだい数[平均] 1.92 1.88 1.95 

居住地域[N(％)]    

北海道・東北地方 24(7.3) 10(3.0) 14(4.2) 

関東地方 141(42.6) 79(23.9) 62(18.7) 

中部・北陸地方 50(15.1) 23(6.9) 27(8.2) 

関西地方 71(21.5) 29(8.8) 42(12.7) 

中国・四国地方 21(6.3) 12(3.6) 9(2.7) 

九州・沖縄地方 24(7.3) 12(3.6) 12(3.6) 

自治体規模[N(％)]    

 大都市・東京都

23 区及び政令市 
137(41.4) 67(20.2) 70(21.1) 

 中都市 69(20.8) 36(10.9) 33(10.0) 

 小都市 95(28.7) 51(15.4) 44(13.3) 

 郡部町村 30(9.1) 11(3.3) 19(5.7) 

世帯形態[N(％)]    

 核家族世帯 282(85.2) 140(42.3) 142(42.9) 

 一人親世帯 30(9.0) 15(4.5) 15(4.5) 

 三世代以上同居世帯 10(3.0) 5(1.5) 5(1.5) 

 その他 9(2.7) 5(1.5) 4(1.2) 

暮らし向き[N(％)]    

 かなりゆとりがある 5(1.5) 3(0.9) 2(0.6) 

 どちらかと言えば 

ゆとりがある 
121(36.6) 58(17.5%) 63(19.0) 

 どちらともいえない 82(24.8) 37(11.2) 45(13.6) 

 どちらかと言えば 

ゆとりがない 
81(24.5)  49(14.8) 32(9.7) 

  全くゆとりがない 38(11.5) 21(6.3) 17(5.1) 

分からない 3(0.9) 2(0.6) 1(0.3) 

答えたくない 1(0.3) 0 1(0.3) 

 

 日本の一般児童において PWI-SC の内的

整合性を確認するために Cronbach の α 係

数を算出した．その結果，PWI-SC 全体の

α 係数は .91 であり，十分な内的整合性が

示された（表 2）． 

子どもと母親の主観的幸福及び子どもの

KIDSCREEN-10，SDQ の評定を（表 3）

に示した．PWI-SC は子どもはおおむね 70

～80 点の範囲であったが，PWI-A では，

母親は概ね 50～60 点の範囲であり，子ど

もと比べて低かった．子ども全体では，

「健康」と「人間関係」，「安全」において

高い傾向を示した．子どもと母親ともに，

「自己実現」と「将来の安心／将来の自分」

において得点が下がり，特に母親の「将来

の安心」は顕著に低い結果であった（図

１）．子どもと母親の PWI の各領域では相

関が認められ，特に「全体満足度」と「安

全」において高い相関が示された（表４）． 

性差の検討では，PWI-SC では，「全体

満足度及」び「生活水準」において女児の

方が満足度が高く，男児では「人間関係」

の満足度が高かったが，t 検定を行ったと

ころ有意差は認められなかった． 

日本の子どもの PWI-SC の測定結果をオ

ーストラリアの一般児童(Tomyn ら，2014)

と比べたところ，健康以外のすべての領域

で日本の子どもの方が有意に低かった(表

5)． 

PWI-SC の各領域と KIDSCREEN-10 総

得点および SDQ の各下位尺度（子どもの

自己評定）との相関係数を算出した（表 6）．

すべての領域において，KIDSCREEN-10

との間に中程度から高い正の相関が確認さ

れ，性別で比較したところ，男児では中程

度から強い正の相関（r =.569），女児では

中程度の正の相関（r =.466）が認められた． 

一方，SDQ の総合的困難度および各問

題行動との間には，一貫して負の相関がみ

られ，特に PWI-SC の「地域とのつながり」

や「人間関係」では比較的強い負の相関が
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示された（r = -.456, -.429）． 

SDQ の自己評定では，「情緒の問題」及

び「向社会性」において女児のスコアは男

児より有意に高く（t<0.01, t<0.001），女

児は男児よりも内面の不安や抑うつ，スト

レスを抱える一方で，向社会的行動（他者

に対する思いやりや助け合いの行動）も高

かった．一方で，SDQ の親評定では，「行

為」，「多動」において男児のスコアは女児

より有意に高く，「向社会性」は女児が男

児より有意に高かった（t<0.5, t<0.001, 

t<0.01）． 

 

D. 考察 

本研究では，日本の一般児童およびその

母親を対象に主観的幸福感（SWB）を測定

し ， 子 ど も の 健 康 関 連 QOL

（KIDSCREEN-10）および心理社会的困

難（SDQ）との関連も含めて検討を行っ

た． 

日本の一般児童における PWI-SC の内的

整合性は高く（α = .91），尺度としての信

頼性が確認された．したがって，本研究で

用いた PWI-SC は，日本の子どもに対して

も有効に機能していると考えられた．  

Cummins ら（2014）は，SWB のセット

ポイントは通常，0～100 点満点スケール

で 70～90 点の範囲に分布するものと論拠

づけている．PWI-SC の得点において，日

本の一般児童は多くの領域で 70～80 点の

比較的高いスコアを示していたが，オース

トラリアの同年齢の一般児童と比較して，

健康以外のすべての領域において有意に低

いことが確認された．この結果は，日本に

おける子どもの主観的幸福感の相対的な低

さを示している．さらに，本調査対象の母

親は一貫して子どもよりも低いスコアを示

した．特に「自己実現」と「将来の安心」

において両者ともに得点が低下しており，

母親の「将来の安心」は顕著に低かった．

PWI の各領域においては，子どもと母親の

間に相関が認められ，特に「全体満足度」

と「安全」においては高い相関が見られた

ことは，親子間で幸福感や安全感が共有さ

れやすいことを示していると考えられる． 

PWI-SC と KIDSCREEN-10 の関連では，

すべての領域において中程度から高い正の

相関が確認され，特に PWI-SC の「人間関

係」「地域とのつながり」など社会的側面

との関連が強かった．HRQOL は子ども全

体において主観的幸福感の有力な関連要因

であると考えられるが，性差別の検討では，

特に男児において関連が強く現れる傾向が

示された． 

SDQ の自己評定では「総合的困難度」

や「行為の問題」「多動・衝動性」などの

外在化された問題行動，および「情緒」

「仲間関係の問題」といった内在化された

困難は，いずれも PWI-SC と有意な負の相

関を示した．心理的・社会的適応の困難さ

が主観的幸福感を低下させる要因であるこ

とが明らかとなった．とりわけ「仲間関係

の問題」は全体で r = -.327，男児で r = 

-.345，女児で r = -.309 と比較的強い負の

相関を示した． 

親評定では，他の多くの研究と同様に，

「多動」において男児のスコアは女児より

高く，「向社会性」において自己評定，親

評定ともに，女児が男児より高かった．女

児は男児よりも内面の不安や抑うつ，スト

レスを抱える一方で，向社会的行動（他者

に対する思いやりや助け合いの行動）も高
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かった．男女とも「向社会性」の高さと幸

福度の相関は弱いながらも一貫して正の相

関を示した（全体 r = .221）が，女児にお

ける向社会性と幸福度との相関は男児より

も低かった（女児:r = .194，男児:r = .218）．

このことから，とりわけ女児においては，

社会的期待や役割への同調としての向社会

性が，内発的動機づけに基づいていない可

能性が示唆される．高い向社会的行動が常

にポジティブな心理的帰結をもたらすとは

限らず，向社会的行動の背景にある動機づ

けの質や社会的要請との関係について検討

を深める必要もあるだろう． 

さ ら に ， 近 年 ， 自 閉 ス ペ ク ト ラム 症

（ASD）の子どもにおいて報告される「過

剰適応」や「社会的カモフラージュ」は，

外見上は適応的行動に見えても，心理的に

は負担感やストレスが増大することが示さ

れてきている． 

今後は，ASD の診断のある子どもを対象

にし，ASDの子どもの幸福感を構成する要

因について質的及び量的に検討していく予

定である． 

 

E. 結論 

Cummins らは，HRQOL の代替として，

①医学的症状，②主観的幸福感（SWB），

③心理的苦痛などの特定領域（抑うつ，不

安，ストレスなど）をそれぞれ個別に測定

することを推奨している．今回の我々の調

査は，②主観的幸福感（SWB）の尺度であ

る PWI-SC が日本の一般児童に用いること

ができるか検討したものである． 

311 名に対して PWI-SC を実施し，本尺

度の内的整合性は高く（α = .91），信頼性

が確認された．したがって，本研究で用い

た PWI-SC は，日本の子どもに対しても有

効に機能していると考えられた． 

 

F. 健康危険情報  

特記すべき事項なし 

 

G. 研究発表  

1. 論文発表 なし  2. 学会発表 なし  

 

H. 知的財産権の出願・登録状況  

1. 特許取得 なし  

2. 実用新案登録 なし  

3. その他 なし 
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（表 2）子どもの自己評定(PWI-SC)：変数間の相関 

 1 2 3 4 5 6 7 8 

1.全体満足度 ―        

2.生活水準 .600 ―       

 3.健康 .502 .511 ―      

 4.自己実現 .580 .604 .564 ―     

 5.人間関係 .507 .479 .534 543 ―    

 6.安全 .576 .575 .626 511 .651 ―   

7.地域とのつながり .591 .571 .634 .632 .683* .704 ―  

 8.将来の安心／ 

将来の自分 
.529 .458 .508 .612 .517 .520 .630 ― 

 

 

（表３）PWI 及び KIDSCREEN-10，SDQ              [得点の平均(SD)] 

 親評定 子どもの自己評定 

全体 子どもの性別：男

児 

子どもの性別：女

児 

全体 男児 女児 

PWI PWI-A(親自身の幸福感) PWI-SC（子どもの幸福感） 

全体満足度 61.3(23.51) 60.8(25.00) 61.8(22.03) 72.4(19.73) 70.5(20.46) 74.3(18.86) 

生活水準 57.3(25.00) 55.6(25.02) 59.0(24.94) 67.2(24.61) 64.8(25.63) 69.6(23.39) 

 健康 61.2(22.26) 61.5(21.82) 61.0(22.76) 76.6(21.70) 76.1(23.26) 77.0(20.10) 

 自己実現 57.9(23.57) 57.2(24.14) 58.6(23.04) 64.5(24.96) 65.0(24.44) 64.0(23.54) 

 人間関係 60.2(22.52) 60.1(23.47) 60.4(21.6) 75.6(22.56) 77.7(21.49) 73.6(23.46) 

 安全 69.5(20.90) 69.8(21.41) 69.2(20.45) 78.8(19.37) 77.8(21.19) 79.7(17.39) 

地域とのつながり 57.6(21.16) 56.2(22.34) 58.9(19.89) 72.8(21.49) 72.3(22.65) 73.4(20.32) 

 将来の安心／ 

将来の自分 

51.5(24.44) 49.9(24.59) 53.2(24.25) 64.4(22.40) 65.0(23.57) 64.0(21.23) 

KIDSCREEN10 （子どもの健康関連 QOL） 

総得点 38.62(6.09) 38.76(6.19) 38.48(6.05) 38.45(7.40) 39.19(7.28) 37.71(7.47) 

SDQ        （子どもの情緒や行動面の適応と精神的健康） 

総合的困難さ 10.03(5.81) 10.39(5.85) 9.67(5.77) 9.55(5.97) 9.44(5.97) 9.66(5.98) 

行為の問題 1.97(1.97) 2.19(2.02) 1.75(1.89) 1.81(1.60) 1.90(1.63) 1.71(1.57) 

 多動／不注意 2.88(2.30) 3.33(2.46) 2.43(2.04) 3.14(2.28) 3.36(2.26) 2.92(2.28) 

 情緒の問題 1.72(2.09) 1.57(1.86) 1.87(2.29) 2.52(2.43) 2.05(2.18) 2.98(2.59) 

 仲間関係の問題 3.46(1.48) 3.30(1.56) 3.61(1.39) 2.09(1.78) 2.12(1.82) 2.06(1.76) 

向社会的行動 6.07(2.55) 5.62(2.72) 6.51(2.28) 6.32(2.31) 5.88(2.40) 6.76(2.14) 
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（図 1）母親：PWI-A と子ども（男児・女児）：PWI-SC の領域スコアの傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表 4)母親の自己評定（PWI-A）と子どもの自己評定(PWI-SC)の相関 

   子どもの自己評定 PWI-SC（N＝331） 

   1 2 3 4 5 6 7 8 

親
の
自
己
評
定 

P
W

I-A

（N

＝331

） 
1.全体満足度 .417 ― ― ― ― ― ― ― 

2.生活水準 ― .279 ― ― ― ― ― ― 

 3.健康 ― ― .259 ― ― ― ― ― 

 4.自己実現 ― ― ― .335 ― ― ― ― 

 5.人間関係 ― ― ― ― .234 ― ― ― 

 6.安全 ― ― ― ― ― .408 ― ― 

7.地域とのつながり ― ― ― ― ― ― .350 ― 

 8.将来の安心／ 

将来の自分 
― ― ― ― ― ― ― .331 
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(表 5)1 サンプルの t 検定：日本の一般児童とオーストラリア（2014）の一般児童の比較 

 日本 

n=331 

オーストラリア 

n＝1,106 t df p 

 Mean SD Mean SD 

全体満足度 72.4 19.73 77.51 12.67 -4.67 330 .000 

生活水準 67.2 24.61 79.63 17.71 -9.20 330 .000 

 健康 76.6 21.70 75.43 20.58 .969 330 .333 

 自己実現 64.5 24.96 72.55 19.06 -6.09 330 .000 

 人間関係 75.6 22.56 79.94 17.44 -3.48 330 .001 

 安全 78.8 19.37 81.63 17.19 -.270 330 .007 

地域とのつながり 72.8 21.49 80.14 18.06 -6.18 330 .000 

 将来の安心 

将来の自分 
64.4 22.40 73.28 19.11 -7.18 330 .000 

 

 

（表６）KIDSCREEN10：親の他者評価・子の自己評価－子の主観的幸福度の相関 

 


